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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で上昇となりました。フランス大統領選の結果
から同国の欧州連合（ＥＵ）離脱リスクが後退し
たことや、トランプ米大統領の税制改革案への期
待等から前週末（4/21）から4営業日連続で続伸
となり、26日（水）には3月24日以来の高値で取
引を終えました。週後半は米株式相場が伸び悩ん
だことや、国内投資家による持ち高調整の売りに
押されたこと等を受けて下落となりました。（週
末引け値：19,196.74円）

 週間では、日経平均株価は3.09％の上昇、東証株
価指数は2.90％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年4月24日～4月28日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、一進一退
の展開となり、前週末比では小幅に上昇となりまし
た。週初は、仏大統領選の結果を受け、投資家のリ
スク回避姿勢が和らいだことから買われました。27
日（木）まで開催された日銀の金融政策決定会合も
大方予想通りの結果だったことから、週末の債券相
場は動意の乏しいものとなりました。（週末引け
値：0.018％）

 週間では、10年国債金利は0.002％の上昇となりま
した。

（審査確認番号H29-TB48）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で上
昇となりました。フランス大統領選の第一回投票結
果を受け、週初は上昇してスタートしました。良好
な米企業決算結果等を受けて週央まで上昇したもの
の、大手ＩＴ企業の決算や1－3月期の国内総生産
（ＧＤＰ）の発表を控え様子見ムードが広がり週末
まで一進一退の展開となりました。（週末引け値：
20,940.51ドル）

 週間ではNYダウは1.91％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、7日続落となりました（円
安/米ドル高）。週初は、フランス大統領選の第一
回投票結果を受け、反ＥＵ同士の決選投票という事
態は回避されたことから投資家のリスク選好が回復
するという見方から円を売ってドルを買う動きが進
行しました。週央以降も、日米の株高や良好な米企
業決算を受けた投資家心理の改善から、円売り・米
ドル買いが進行しました。（週末引け値：111円
50銭～60銭）

 週間では米ドル/円は2.20％の円安、ユーロ/円は
3.93％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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